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動、参加l青 1,;J ~t· 参加詐とスタッフ聞の関係性、グルー
プの力到Jや日動性を把J崖できたことから、ク、、ループで
行うな義として、他者ーからの刺激（回想）による－i'.3－動
の活性化、対人中I]I~交流の促進や安定、過去の役割の
再現と新たな役割の構築などが見山された。さらに、
このようなグループのな義を促える指棋として発言｜旦
数は有効であることが確認され、その評価の観点とし
てセッション内の発言回数や長さの総和に着目するこ
とも主要であると指摘できた。
対－象の違いに即した｜亘i惣法については、地域在住高
齢者を対象とした場合、家族への段助の必要性、 2クー
ル継続参加の有効性、日常生活とのバランス、回想法
参加終了後の生前 ・援助への航続性を重祝する必要性
が示唆された。施設入居者を対象とした場合、実施回
数を減らした継続的な回想法のプログラム、職員によ
る回想法の理解と参加、参加者の入居背景や生活史の
理解を重視する必要性が示唆された。
本研究の限界及び問題点として、観察者による評価
の観点やリーダーのスキルによる実践のバイアス、コ
ントロール群の設定など研究計画の洗練性などがあげ
られた。
